
平成２１年２月１７日

第１回「日・ＡＳＥＡＮ情報セキュリティ政策会議」の開催

平成２１年２月２４日（火）及び２５日（水）、東京（京王プラザホテル）

において、「第１回日・ＡＳＥＡＮ情報セキュリティ政策会議」が開催されま

す。

本会議には、我が国から経済産業省、内閣官房情報セキュリティセンター及

び総務省、ＡＳＥＡＮ諸国からは経済・投資関係省庁及び情報通信省庁の高級

事務レベルの代表者が出席の上、我が国産業界、関係団体等の参加を得て、各

国における情報セキュリティ政策の整備が今後の日ＡＳＥＡＮ間の経済統合

の進展にどのように資するかという観点から議論を行います。

１．会議の内容

同政策会議では、日ＡＳＥＡＮ間の社会・経済関係の深化に伴い、①Ａ

ＳＥＡＮに進出する日系企業が安全に情報をやり取りできるセキュアなビ

ジネス環境の構築を実現すること、②企業活動を支える根幹となる通信イ

ンフラの安全・信頼性の向上に向けた取組みを推進すること、③事前予防

策、事後対応策を含めた情報セキュリティ対策の国家戦略の充実に向けた

取組みを推進することを目的に、日ＡＳＥＡＮ間の高級事務レベル（局長・

審議官クラス）間の意見交換を行います。

会議では、地域における対策を推進するためのアクションプランを採択

作成する予定です。

２．経済産業省からの施策紹介

日・ＡＳＥＡＮ地域の経済関係は、経済連携協定（ＥＰＡ）等の取組を

通じてますます深化しています。今後、高付加価値、知識集約型の産業を

中心とする知識経済化がアジアにおいても進展する状況下で、直接投資、

アウトソーシング等を行う日系企業が、現地において安心なビジネス活動

を行うため、高い情報セキュリティ対策レベルが確保された投資環境を構

築することが不可欠です。会議においては、２４日（火）午後の「知識社

会におけるセキュアなビジネス環境整備」のセッションにて、情報セキュ

リティ対策が更なる直接投資やアウトソーシングをもたらす便益について

も理解を深めていくため、各国政府の取組に加え、官民連携に基づく取組



の必要性についても議論が行われる予定です。

経済産業省からは、東アジア・アセアン経済研究センター（ＥＲＩＡ）

での政策研究、コンピュータセキュリティに関する緊急時対応体制の整備、

情報セキュリティマネジメントシステム（ＩＳＭＳ）の普及促進、ＡＳＥ

ＡＮ各国の人材育成やセミナーの開催といった経済産業省が従来から進め

てきた施策を紹介の上、ＡＳＥＡＮ諸国との情報セキュリティ政策に関す

る今後の協力について議論するほか、企業や関連団体からの取組について

の発表が予定されています。
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